日本史プリント11　　奈良時代（解答編）
●奈良時代の始まり

01：文武天皇の次に即位した（元明）天皇は、710年に都を（平城京）に移しました。

02：こののち、平安京に都が移されるまでの約80年間を（奈良）時代といいます。

03：平城京は、唐の（長安）を見本に作られました。

●奈良時代の主役

04：奈良時代の中期、（聖武）天皇が登場しました。
05：彼は当時、非常に乱れていた世の中を（仏教）の力で静めようとしました。
06：そこで、全国に（国分）寺・（国分尼）寺を建て、総本山として（東大）寺を建てました。
07：そして、東大寺の中に（大仏）を作りました。
08：このころ、（行基）という僧侶は、全国各地をまわり、人助けをしたり、大仏造りのための寄

　　付を集めたりしました。

●土地制度

09：奈良時代には、（口分田）を捨てて逃げ出す農民が増えました。当時の農民の辛さを歌った、

　 （山上憶良）の（貧窮問答歌）は有名です。そこで、次の２つの法律が作られました。

	723年
	（ 三世一身の ）法
	自分で耕した土地は３代まで所有できる。

	743年
	（墾田永年私財）法
	自分で耕した土地は一生、所有してよい。



10：これにより、力のある貴族や寺社は、農民たちを使って私有地を増やしていきました。この

　　土地のことを（荘園）といいます。

●中国との交流

11：この頃も中国に使いが送られていました。当時、中国は（唐）と呼ばれていたため、この使

　　いのことを（遣唐使）と言います。

12：第一回目の遣唐使には、（犬上御田鍬（いぬがみのみたすき））が送られました。

13：（阿倍仲麻呂）は、遣唐使として唐に渡りましたが、日本に帰って来れなくなって中国で一生

　　を過ごしました。

14：一方、唐から日本に渡ってくる人もいました。特に（鑑真）は、日本に来るのに５回も失敗

　　してからやっとたどり着き、日本に（唐招提）寺を作りました。

●文化

15：聖武天皇が活躍していた頃に栄えた文化を（天平）文化といいます。

16：聖武天皇が大切にしていた（仏教）と、遣唐使による（唐）の影響を受けた文化です。

17：昔の日本の歴史を書いた（古事記）・（日本書紀）の２冊が書かれました。

18：各地の特産物や伝説を記録した（風土記）が作られました。

19：色々な人の歌を集めた（万葉集）が作られました。

20：建築では、（東大）寺の（正倉院）が有名です。中には多くの宝物が収められており、三角柱

　　の木材を組み上げた（校倉（あぜくら））造という独特の方法でつくられています。
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